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〇浅井康宏著「緑の侵入者たち帰化植物のはなし」 

(朝日選書、1993年 5 月、294p、1 , 300円)

日本の帰化植物は約800種に達するそうだ。本 業 （歯

科の臨床学）のかたわら帰化植物の研究に打ち込んでこ 

られた著者が、そのさまざまな姿を興味深く描いたのが 

本書である。はじめは帰化植物概説ともいうべき部分で、 

いろいろな侵入経路やその後の消長などから帰化植物の 

類型化を試み、その特性や人間生活とのかかわりにふれ 

ている。次 の 「n 日本からの進出者たち」は、日本の植 

物が海外でどのように活躍（？） しているかを描いてお 

り、世界各地に足を運ぶ著者の幅広い調査活動があって 

初めて書.きえた新鮮な章である0 「瓜帰化植物あれこれ」 

はなじみの深い日本の帰化植物誌ともいえる。

よく知っているつもりの植物群につぎつぎと新参者が 

加わっていることに驚く。最 後 は 「帰化植物ノート」 と 

なっており、 ここで水生の帰化植物についても10ページ 

余りが割かれている。50種を超える帰化水草（広義）を 

リストアップした上で、水生帰化植物が在来種に与える 

インパクトの大きさにふれ、学術研究用やアクアリゥム 

用に導入された外来植物の逸出防止に細心の注意が必要 

であることを訴えている。ホテイアオイやカナダモ類に 

ついては今までに詳しい研究が行われてきたが、そろそ 

ろ帰化水草学として課題を整理してもよい時期だと思い 

ながら読み終えた。

(角 野 康 郎 ）
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